
意見答え

第４問 第６問第５問

第１問 第３問第２問

・さべつのきんし
・こどもにとってもっともよいことをかんがえ
　てもらうけんり
・こどものいけんのそんちょう　となります。
それぞれの数字のひらがなをいれると、答えになります。

（）の漢字を縦に並べて一文字の漢字にします。
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ヒントを反対から読むと、こどもの権利の4
つの原則になります。

イラストは、３匹の蚊です。
「さん」びきの「か」をこどもの権利と関係
のある漢字にすると「参加」になります。

イラストは

　　　　　いか　→　いかり

　　　　　まつ　→　まつり

　　　　　　　　　　　　をあらわします。

３文字目に「り」をつけると、

　　　　　けん　→　けんり

　　　　　　　　　　　　となります。

「日本」という言葉と文章中の漢字から都道府
県を連想します。
文章から都道府県にない漢字を抜きだします。

「条」「人」「列」
問題文の隠された二文字からこの三文字を使っ
て、漢字の二文字にします。人を亻にかえて、
列とあわせると、例になります。

イラストのとおり、◯に線を書き足します。

解 説

こどもは自分に関係のある事について自由に意見

を表すことができ、おとなはその意見をこどもの

成長に合わせて十分に考慮します。

こどもの権利との関係 こどもの権利は子どもの権利条約に書かれてお

り、42個のこどもの権利があります。４つの原則

はあらゆるこどもの権利を考えるときに常に一緒

に考えないといけない大切なことです。

こどもの権利との関係

こどもにはこどもに関するあらゆることについ

て、参加する権利があります。

こどもの参加により、実際の意思決定に何らかの

影響を与えることが大切です。

こどもに関することとは、そのこどもに直接関わ

ることのみではなく、広くこどもに関わる環境や

政策等も含まれます。

こどもの権利との関係

子どもの権利条約は、こどもには大人と同じよう

に人としての権利があることを定めており、さら

に、成長の過程にあって保護や配慮が必要なこど

もならではの権利も定めています。

こどもは「弱くておとなから守られる存在」では

なく、こどもも「ひとりの人間として権利をもっ

ている（権利の主体）」であるということです。

こどもの権利との関係

こどもには、子どもの権利条約第３１条「休む・

遊ぶ権利」があります。こどもは休んだり、遊ん

だりすることができ、またスポーツ・文化・芸術

活動に参加する権利を持っています。

こどもの権利との関係

富田林市では、「こどもの権利条例」の制定をめ

ざしています。富田林市がこどもの権利を大切に

するまちになるために、こどもの声をたくさん聞

いて、条例を作ります。
「アンケート」や「こどもの権利ワークショッ
プ」を実施しますので、みなさんぜひ参加してく
ださい。

こどもの権利との関係

　　いきる・そだつけんり答え 　　参加答え

けんり答え

　　やすむ・あそぶ権利答え 条例答え

暗証番号
失われた暗証番号は答えの中にあるため、答えの中から探します。第１問の□のうえに１とあり、第１問目の１番目
の答えである「意」から「１」になります。第２問の□のうえにtwoとあり、第２問目の７文字の「つ」から英語の
「２」になります。第３問目は「参」で「３」、第４問目は、「例」で「０」です。暗証番号は、１２３０です。




